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第 1 回 学校運営協議会 報告 

 風薫る季節となりました。保護者の皆さま、地域の皆さまには、いつもコミスクの 

活動についてのご理解とご協力をいただき、委員一同深く感謝しております。今年度も 

よろしくお願いいたします。 

学校運営協議会の設置から 4 年目を迎え、「学校と地域でつくる学びの未来」の実現に向けて、

新たなステージへのステップアップを目指して、第 1 回の学校運営協議会を 5 月 12 日月曜日に 

開催いたしました。               

 

教育委員会からコミスクについての説

明があり、今年度は稲美中学校区４校で

連携事業を行う予定です。      

次に中澤校長から「自分を好きになる、

ほかの人も好きになる、一歩踏み出す」

を合言葉にした学校運営の基本方針につ

いて提案があり、全委員の承認を得まし

た。学校運営が円滑に進むよう関係団体

を交えて協力することを確認しました。 

続いて川村教諭が、計画委員会の児童が考えた「自分が

好き、友だちが好き、学校が好き」のスローガンを全児童

に向けて呼びかける動画を見ながら、児童の様子を説明し

ました。「あいさつ運動」は、月ごとに目標を決めてレベ

ルアップを図るそうです。 

最後に、学校運営協議会の活動計画について話し合いました。以前から、座談会で 6 年生の意見

を聞いた上で、コミスク委員として何かできないかと話し合いを重ねてきましたが、実現叶わずに

いました。昨年度末、研修会に参加した委員の報告を受け、その思いが強くなり、今年度は、「自

分が望む学校にするためにコミスク委員と共に考え実践する」為の座談会を持つことにしました。 

児童だけではできない事を、コミスク委員が中心になり大人が力を貸して成し遂げられるよう企画

していくつもりです。 

 地域の皆さまにもご協力を仰ぐことになるかと思いますが、その節はどうぞよろしくお願いいた

します。                                    （続く） 

会 長 東根 寛 元 PTA 会長 

副会長 林 佳史 まちづくり東会長 

委 員 藤原 千代美 主任児童委員 

委 員 吉田 ゆかり 前地域コーディネーター 

委 員 岩林 由祐 保護者・元 PTA 会長 

委 員 藤原 桃子 地域コーディネーター 

委 員 中澤 陽子 校長 

委 員 上間 征二 教頭・事務局（会計） 

委 員 田中 知子 主幹教諭・事務局（庶務） 

 川村 將馬 教諭・計画委員会担当 

事務局員 前田 いづみ コミスクディレクター 

教育委員会 稲葉 寛 教育課長 
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令和７年度 天満東小学校学校運営協議会活動計画 

                              （変更になる場合があります） 

 ※学校運営協議会についてのお問い合わせ 

 天満東小学校 教頭 上間（うえま） 電話 492-4371 までお願いします。 

月 協議会の開催等 内容や活動等 備 考 
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第 1回協議会 

 

稲美中学校区会議 

学校運営方針の説明・承認  5/12（月） 

具体的取組について 

情報交換・小中の連携など 

コミスク通信① 

 

（会長・校長・担当教員） 

６ 座談会 

第２回協議会 

自分が望む学校にするために 6/30（月）  コミスク通信② 

９ オープンスクール 

公開講座 

授業参観・講演会参加    9/25（木） 

動物ふれあい教室      9/27（土） 

 

コミスク通信③ 

１０ 運動会 運動会観覧         10/18（土）  

１１ PTCA ﾌｪｽﾃｨﾊﾞﾙ 

音楽会 

フェスティバル参加 

音楽会鑑賞         11/22（土） 

（まちづくり東も） 

未定 第３回協議会 座談会の話し合いを受けて コミスク通信④ 

２ 第４回協議会 学校評価アンケート結果報告・ 

関係者評価の作成 

本年度の活動確認、次年度計画 

地域公開授業への参加 

コミスク通信⑤ 

 

３ 稲美中学校区会議 1年間を振り返って （会長・校長・担当教員） 

参加した委員の意見 

・嫌なら逃げていい、嫌なら嫌と言えたらいいという校長の言葉が胸に響いた。 

・以前からあいさつ運動に力を入れてきている。大人でもあいさつの大切さは同じだ。あいさつ

30 人という目標値をもって次のステップに進むのはいいが、苦手な子に対してはどうするの

か？考えないといけない。 

・あいさつで自己肯定感が育つ。周りがフォローしていくといい。 

・あいさつの質を高めるために、周りの大人は一言付け加えるようにしたい。 

・子どもの様子を見てきて、自己肯定感の高まりを肌で感じる。中には自分を認められない子も

いたが、その子のペースで成長していけばいい。 

・優しい言葉「①ありがとう②ごめんね③よろしく」のよろしくは、大人でもあまり言えていな

い。言えるようになると素晴らしい。 

・多様性の時代で、他者理解は許すことが基本となる。わかっていても自分の尺度で計ると人を

許せなくなるので、許すことがきちんとできるように育ってほしい。 

・「先生は風の人、地元の人は土の人」という言葉がある。土の人もしっかりと関わっていきたい。 

 


